
問
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た

っ
て
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
が
作

成
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
計
画
で
は
な

く
、
利
用
者
や
家
族
な
ど
が
作
成
し
た
セ

ル
フ
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
利
用
者
に
対
す
る
支
援
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
必
要
に
応
じ
て
障

害
福
祉
課
や
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
作
成
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
支
給
決
定
時
と
毎
年

の
更
新
時
に
職
員
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
支

給
量
の
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
特
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
必
要
性
が
高
い
場
合

は
、
相
談
支
援
事
業
所
と
市
で
構
成
す
る

連
絡
会
の
中
で
協
議
を
し
、
計
画
相
談
で

問
民
法
改
正
に
よ
る
成
人
年
齢
引
き
下

げ
後
の
成
人
式
に
つ
い
て
、
名
称
を
は
た

ち
の
集
い
に
変
え
る
な
ど
し
て
、
従
来
ど

お
り
二
十
歳
を
対
象
に
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
方
針
は
。

答
市
長
／
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
地
域
住
民
の

意
見
を
聞
い
て
お
り
、
ま
た
、
自
治
会
連

合
会
か
ら
、
二
十
歳
を
対
象
に
成
人
式
を

開
催
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
ほ
か
、
市
民
か
ら
同
様
の
声
も
多
く
、

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
も
早
期
に
結
論
を

出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
対
象

を
十
八
歳
と
し
た
場
合
、
受
験
や
就
職
な

ど
の
時
期
と
重
な
り
負
担
が
大
き
い
こ
と

問
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
行

政
財
産
の
活
用
に
つ
い
て
、
本
市
の
認
識

と
庁
舎
管
理
面
で
の
取
り
組
み
は
。

答
財
務
部
長
／
平
成
十
八
年
の
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
、
行
政
財
産
の
貸
付

規
定
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
で
、
貸
し
付
け

が
可
能
な
市
庁
舎
等
の
余
剰
ス
ペ
ー
ス
の

有
効
活
用
を
推
進
し
、
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
こ
と
は
、
行
政
運
営
に
お
い
て
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

状
に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
と
の
貸
付

契
約
に
よ
る
自
動
販
売
機
の
設
置
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。

問
自
動
販
売
機
の
設
置
に
よ
る
歳
入
の

問
我
入
道
の
文
化
財
収
蔵
庫
は
、
映
画
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」
に
お
い
て
、
重
要
な
シ
ー
ン

の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
地

巡
礼
と
し
て
現
地
を
訪
れ
る
観
光
客
が
多

い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
の
建
物
の

保
存
や
維
持
管
理
は
。

答
教
育
次
長
／
我
入
道
の
文
化
財
収
蔵

庫
は
、
昭
和
十
一
年
に
赤
坂
区
沼
津
学
園

の
養
護
学
校
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

昭
和
五
十
四
年
に
東
京
都
港
区
か
ら
譲
り

受
け
、
平
成
八
年
ま
で
は
、
沼
津
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
れ
以
降
は
文
化

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
諸

課
題
へ
の
対
応
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
現
状
で
は
、
本
市

に
お
け
る
事
業
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

へ
の
参
入
状
況
は
、
活
発
な
部
分
と
お
く

れ
て
い
る
部
分
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
団
体
や
事
業
者
、

関
係
機
関
等
に
よ
り
組
織
す
る
沼
津
市
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
連
携
を
生
か
し

て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
事
業
者
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
的
確
に
把
握
し
、
柔
軟

な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
や
県
等
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
体
制
強

化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ど
か
ら
、
対
象
年
齢
は
現
行
の
ま
ま
と

す
る
方
向
で
教
育
委
員
会
及
び
地
域
住
民

と
調
整
し
、
早
急
に
成
人
式
の
あ
り
方
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る

拡
充
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
本
市
は
豊
富
な
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
と
宿
泊
プ
ラ

ン
を
結
び
つ
け
た
着
地
型
旅
行
商
品
、
改

元
や
静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
機
会
を
捉
え
沼
津
御
用
邸
記
念

公
園
を
活
用
し
た
返
礼
品
な
ど
、
地
域
性

や
話
題
性
に
富
ん
だ
返
礼
品
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

確
保
に
つ
い
て
、
①
設
置
台
数
と
平
成

二
十
九
年
度
の
歳
入
額
は
。
②
貸
付
事
業

者
を
選
定
す
る
際
の
公
平
性
や
中
立
性
の

確
保
は
。

答
財
務
部
長
／
①
市
庁
舎
や
体
育
館
等

二
十
三
施
設
に
お
い
て
、
施
設
所
管
課
が

設
置
し
て
い
る
自
動
販
売
機
は
、
合
計
で

四
十
六
台
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
平
成
二

十
九
年
度
の
歳
入
額
は
、
約
千
五
百
九
十

万
円
で
あ
る
。
②
事
業
者
の
選
定
は
、
沼

津
市
自
動
販
売
機
の
設
置
に
係
る
行
政
財

産
の
貸
付
け
に
関
す
る
要
綱
の
規
定
に
よ

り
、
一
般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
る
も
の

と
し
、
公
平
性
及
び
透
明
性
の
確
保
を

図
っ
て
い
る
。

財
収
蔵
庫
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。
収
蔵

庫
内
の
考
古
資
料
は
、
静
浦
西
小
学
校
跡

に
整
備
し
た
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転

を
進
め
て
お
り
、
平
成
三
十
一
年
度
中
に

は
、
収
蔵
庫
と
し
て
の
機
能
の
移
転
を
完

了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
、
安

全
管
理
上
、
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
が
で

き
な
い
よ
う
に
措

置
を
講
じ
て
お
り
、

収
蔵
庫
機
能
移
転

後
に
つ
い
て
は
、

利
活
用
を
含
め
、

今
後
、
検
討
し
て

い
く
。

深
田
　
昇

加
藤
　
明
子

鈴
木
　
秀
郷

小
澤
　
隆

障害福祉サービスを取り巻く
課題の解決を

成人年齢引き下げ後の
成人式のあり方は

行政財産の有効活用による
自主財源確保は

我入道の文化財収蔵庫の今後は

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

一
　
　
括

一
問
一
答

一
問
一
答

▲映画の中に登場する我入道の文化財収
蔵庫
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